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リ

タ
ノ
ギ
久
乃
木

鹿
島
郡
一
背
庄
に
因
す
る
部

古
川
。
も
と
久
，
木
と
白
い
た
の
を
、
元
政
十
王
年
十

二
月
今
の
字
に
改
め
た
。
ク
ノ
ギ
は
ク
ヌ
ギ
の
靴
で

あ
る
。
明
治
八
年
十
且
石
一
慨
を
併
合
し
た
。

ヲ

ノ

ギ

此
木

J
コ
ノ
ギ
此
木
(臥
京
〉
。

久
乃
利

J
ク
ノ

リ
ガ
ハ
シ
リ

九

里

に
従
軍
し
、
径
の
役
に
創
を
受
け
、
元
利
六
年
六
百

石
を
増
し
、
計
千
石
と
よ
っ
た
。
抱
永
七
年
間
問
。

ク
ノ
リ
マ
サ
オ
キ
九
里
将
血
一

泊
抑
制
部
右
衛
門
・

右
近
。
正
長
の
弟
で
そ
の
嗣
と
な
っ
た
も
の
。
山
芋

三
年
本
松
二
千
石
を
裂
ぎ
、
山内
廻
組
に
入
台
、
元
政

三
年
大
小
持
組
に
泌
・
り
、
番
町
と
な
り
、
十
年
越
に

組
問
に
昇
り
、
十
五
年
お
週
間
に
抑
じ
た
。
従
永
一
二

年
夜
し
、
そ
の
後
青
山
田
つ
。
将
刷
(
宇
は
杭
称
、
対
中
“

好
み
、
そ
の
附
を
眠
中
祭
と
名
づ
け
、拠
村
山州
ぬ
・前
凶

知
航
等
と
徴
遂
し
た
。

ヲ
ノ
リ
マ
ザ
サ
ダ
九
里
正
貞

泌
都
茜
左
衛
門
。

越
前
の
入
。
初
め
緑
川
信
長
に
仕
へ
、
後
府
巾
で
前

回
利
家
に
仕
へ
、
次
い
で
七
屈
に
従
り
、
二
百
石
宇

賜
は
り
、
利
長

・
利
治
に
限
仕
し
、
元
利
元
年
退
老

し
て
、
宥
知
と
枕
し
た
。
箆
永
十
年
六
月
間担
。
子
孫

相
製
い
で
掛
川
に
仕
へ
る
。

ヲ
ノ
リ
マ
サ
ナ
ガ
九
星
正
長

沼

m
m右
術
門
。

父
は
永
市民
o
w川永
四
年
前
倒
利
市
に
仕

へ
て
=
一
百
石

を
賜
は
り
、
父
の
間
間
後
そ
の
四
百
石
hyr
仰
せ
た
。

イ

七
年
文
荒
百
石
脅
増
し
、
大
小
的
取
次
と
な
b
、
後

棚
例
記
に
仕
へ
て
承
郎
元
年
山
地
週
間
に
昇
り
‘
三
年
八

百
石
を
加
地
さ
れ
、
計
二
千
石
と
な
り
、
大
小
将
聞

に
料
じ
、
江
戸
用
人
に
任
じ
た
が
、
路
交
二
年
街
を

得
て
職
を
僻
し
、
延
制
H
r
A
年
復
職
し
て
脳
麹
町
と
な

り、

貞
享
三
年
退
老
し
て
、
タ
賂
と
川
町

L
、
本
政
二

百
石
を
澗
い
て
養
老
俸
と
し
た
。
元
政
七
年
坑
月
夜
、

享
年
八
十
一
一
。
正
長
は
芋
青
仲
天
と
い
ひ
.
三
三
塁

人
と
鋭

L
、
そ
の
若
に
一
土
代
前
年
記
が
あ
る
。

ヲ
ノ
リ
ヤ
ヲ
シ
九
里
薬
師

J
ヤ
ク
シ
ジ

加盟

腕
寺
ハ
珠
洲
〉
。

。
ノ
リ
ヨ
シ
マ
サ
九
里
令
正

泊
抑制
防
次
郎
俊

右
衛
門
・歩
。
初
部
直
掠
。
貨
政
元
年
矢
先
右
衛
門
の

治
知
三
の
一
そ
嗣
ぎ
、
二
年
木
知
千
石
内
二
百
石
典

九
回
且

珠
洲
郡
布
浦
の
内
の
小
手
。

ヲ
ノ
リ
ガ
ハ
シ
リ
九
里
川
尻

珠
洲
榔
木
郎
郷

に
屈
す
る
部
務
。
天
正
八
年
正
月
十
一
日
長
抽
出
聞
が

小
林
側
替
助
に
奥
へ

た
判
岱
に、
『
去
年
以
来
上
下
馳

定
共
神
妙
に
候
。
然
者
久
乃
利
・

た
て
か
ベ
悶
悶
疋

之
分
令
扶
持
。
』
と
あ
る
久
乃
利
は
今
の
九
恩
川
尻
で

あ
る
。 ク

ノ
リ

タ
ノ
リ
ガ
ハ
シ
リ
ガ
ハ
九
里
川
尻
川

珠
洲
郡

に
在
る
。
臨
烹
郡
界
に
獲
し
、
凶
蹟
・
時
長
・
行
延
・

不
動
寺
・{
呂
犬
を
縦
、
秋
育
に
掠
り
て
河
耐
を
喝
し
‘

九
思
川
尻
に
来
っ
て
指
に
入
る
。
椛
鋭
八
粁
。
一
に

木
郎
川
と
も
い
ふ。

h
y
/
リ
h
y
ロ
ベ
Z

九
里
九
郎
兵
衛

腿
長
五
年

前
凶
利
長
が
大
問
寺
械
の
山
口
宗
永
を
攻
岡
田
せ
ん
と

す
る
に
先
だ
ち
、
降
伏
初
拐
の
使
者
を
勤
め
、
次
い

で
金
グ
丸
に
巡開眼
し
て
椛
死
し
た
。
子
孫
は
砕
か
で

な
い。

h
y
ノ
リ
ザ
イ
エ
モ
ン
九
里
驚
右
衛
門
初
め
越

前
東
郷
械
に
在
っ
た
が
、
加
賀
に
来
っ
て
天
徳
院
夫

人
に
召
仕
は
れ
、
そ
の
逝
去
の
後
前

m利
治
か
ら
俸

十
人
扶
持
を
受
け
、
承
郎
三
年
十
月
間
問
。
子
徳
右
衛

門
二
百
石
を
食
み
、
後
間
相
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

h
y
ノ
リ
ナ
ガ
マ
サ
九
里
一北
豆

沼
都
兎
右
衛
門
。

正
点
の
縞
男
。
凶
長
五
年
前
閃
利
長
に
仕

へ
て
二
百

石
を
賜
は
旬
、
大
事
寺
の
役
に
従
軍
し
、
利
門
前
の
封

を
裂
い
だ
後
級
二
百
石
を
加
増
せ
ら
れ
、
大
坂
雨
役

ク
ノ
1
l
ク
ヒ

カ
知
に
復
L
、
御
M
廻
に
班
し
、
次
い
で
袋
小
昨
御

耐
世
帯
等
に
任
じ
、
文
政
五
年
二
百
石
を
加

へ
、
竹
部

御
殿
附
御
側
組
問
と
な
り
、
問
団
関
院
内
+
去
の
後
之

を
犯
ぜ
ら
れ
、
天
保
七
年
御
山地
組
問
に
地
ん
だ
。

タ
ハ
カ
ウ
ゾ
ウ
ヱ
ツ
ケ
セ
コ
ヤ
ク

桑
械
植
付
勢

子
役

滞
政
の
時
首
位
の
臨
時
役
で
、
十
村
子
弟
に

分
役
キ
一命
じ
、
議
絡
の
植
樹
を
奨
防
除
暫
し
た
も

の。

鍬
米
に
代
ふ
る
に

一
定
の
給
米
と
鍬
米
の
四
歩
と
を

奥
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
天
保
十
年
の
復
元
に
よ

っ
て
ま
た
先
鋭
の
泊
り
に
な
っ
た
。
鍬
米
は
十
荒川以

以
上
六
十
段
ま
で
の
百
姓
皆
之
を
出
し
た
が
、
新
川

裁
許
・新
聞
叡
許
列
・山
廻
・山
廻
列
の
者
は
‘
自
己
・

家
飯
共
に
鍬
役
米
を
出
す
や
製
せ
ず
、
村
肝
山
川
も
白

人
の
み
之
を
除
か
れ
、
百
姓
の
家
に
服
飾
せ
ら
れ
る

ヰ
ザ
も
亦
納
入
し
な
か
っ
た
。

ヲ
ハ
ム
ラ
モ
リ
ヨ
シ

桑
村
盛
一
良
同
日
良
は
油
漏

奥
四
郎
。
白
鋭
職
を
後
膝
則
一
米
に
怨
ん
で
、
金
制
作
に

衆
仕
し
た
。
そ
の
子
小
四
郎
作
品
久
は
後
際
程
一
点
に
.

次
郎
三
郎
時
間
征
は
叔
父
弘
良
に
間
半
ん
で
‘
共
に
伝
子

で
あ
っ
た
。

時
間
良
の
弟
弘
良
は
、
辺
都
佐
右
衛
門
、

統
古
工
。
議
来
門
下
で
、
大
理
寺
侯
よ
り
厳
司
刊
を

受
け
、
径
数
仕
し
て
法
名
を
浮
雲
と
い
ひ
、
酬明山民以

を
養
う
て
嗣
と
し
た
。
弘
良
の
刻
仲
間
勝
、
遇
制
榊
叉
凶

郎
後
長
右
衛
門
、
蹴
宗
断
。
後
隣
m
M
采
に向日
ん
だ
。

蛾
勝
の
良
子
初
左
衛
門
克
久
、
蹴
は
序
休
。
併
旅
の

家
風
に
工
夫
を
加
へ
て
、
品
叫
村
彫
の
創
始
者
と
都
世

ら
れ
る
。
そ
の
惜
別
奥
=
一
兵
衛
政
弘
は
伯
父
弘
民
的出悼

を
裂
い
だ
も
の
で
あ
る
。
時
間
勝
の
却
に
治
不
時
弘
法

名
了
尚
が
あ
り
、、
用
品
来
の
門
に
出
び
、
そ
の
子
治
平

時
間
明
と
共
に
巧
手
で
あ
っ
た
。
仰
弘
の
弟
泊
四
郎
州

議
は
後
藤
前
一
楽
に
問
中
び
、
そ
の
長
子
は

金
四
郎
椛

棟
、
次
子
は
善
女
時
間
訟
で
あ
る
。

h
y
ハ
ヤ
チ
ム
ラ

桑
谷
内
村

総
待
寺
文
智
正
殴

二
年
=
一
且
六
日
附
の
も
の
に
、『補
任
能
四
円
凶
締
比
庄

桑
谷
田
村
内
儲
(
諾
〉
悶
寺
院
中
』.mm-E々
。
』
と
見

え
る
桑
谷
田
村
は
桑
谷
内
村
の
践
か
と
思
は
れ
る

が
、
今
の
何
磁
と
も
明
ら
か
で
な
い。

諸
凶
寺
は
も

と
風
車
部
諾
聞
に
在
っ
た
が
、
寺
地
を
総
持
寺
に
出品

っ
て
後
に
そ
こ
に
耐
判
じ
た
の
で
あ
る
。

テ
ピ
ア
ラ
ヒ
イ
ケ
首
洗
池

江
泊
榔
柴
山
に
あ

ヲ
ハ
シ
マ

桑
島

能
楽
榔
白
山
下
な
る
内
向
の
認

併
を
、
明
治
十
凶
年
に
王
っ
て
品
開
ぬ
と
殴
め
た
。

ヲ
ハ
シ
マ
ハ
ン
ジ
ユ
ウ
ロ
ウ

桑
島
牟
十
郎

前

川
綱
紀
に
仕
へ
、
大
小
将
純
に
班

L
、
二
百
五
十
石

を
領
し
て
疋
徳
抗
年
別
問
。

子
係
樹
綴
い
で
滞
に
仕

へ

る。h
y
ハ
ヅ
カ
ヤ
マ

桑
塚
山

以
王
抑
制岨
渡
部
訴
の

耐
方
に
在
る
山
。
向
さ
四
O
八
米
。
地
代
制
石
安
山

山栢。
ヲ
ハ
ハ
ジ
メ
マ
ウ
シ
ワ
h
F
シ

鍬
初
申
渡
加
到

滞
で
は
h

昨
年
正
月

pa--七
日
、

凶
作
綜
行
が
御
扶
持
人

十
村
以
下
そ
集
め
て
世
作
法
巾
渡が一
行
う
た
後
、
附出

に
緒
川
首
監
の
御
扶
持
人
」1
村
ゃ
い
召
鋭
L
、
鍬
初
の

古
而
キ
一
交
附
し
た
。
こ
の
郁
は
寛
文
四
年
に
初
っ
た

も
の
で
、『
給
年
早
紘
一
お
致
鍬
初
、
耕
作
油
断
仕
削
蚊

説
。
』
以
下
段
定
の
心
得
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

-nJ
ハ
バ
ラ
桑
原

江
沼
郁
那
谷
谷
に
邸
す
る
部

稿
。h

y
ハ
マ
イ
鍬
米

十
村
鍬
米
と
も
い
ひ
、
十
村

た
る
者
が
支
配
下
の
組
に
臨
す
る
男
子

一
人
に
付
二

升
宛
の
米
を
岱
牧
す
ろ
を
い
ふ
。
元
和
二
年
十
二
且

イ
六
日
の
令
に

『
加
州
在
h
k

所
々
組
問
之
肝
開
放

持
、
従
治
年
什出副問
中
と
し
て
鍬
一

丁
に
何
米
二
升
宛

出
L
、
公
儀
御
用
之
怖
に
可
制
候
国
田
被
仰
出
候
。
』
と

あ
る
や
・
初
見
と
す
る
。
文
政
凶
年
の
町
法
に
よ
っ
て

一一占ハ


